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MoSiBTiC 合金（ 65Mo–5Si–10B–10Ti–10C at.% ）とその比較材として派生形 MoSiBTiC 合金
（70Mo–5Si–10B–7.5Ti–7.5C at.%）をアーク溶解法にて作製したのち，1800°C，24時間の熱処理を施した．得
られた熱処理材のインゴットから，2 × 2 × 4mm3の寸法を有する角柱試験片をワイヤー放電加工機を用いて切
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ルの高温引張クリープ試験装置を用いて，1350 – 1600°C，50 – 300 MPaの条件下でMoSiBTiC 合金の高温引張
クリープ特性を系統的に調査した．Monkman-Grantの関係やLarson-Millerパラメーターを用いて，本研究で得
られた破断データや 1%クリープひずみを整理した．これらの整理から導出される MoSiBTiC 合金の耐用温度
は1360°Cであり，既存のNi基超合金の耐用温度 6)を200°C上回ることが明らかになった．さらに，B. P. Bewlay
らによれば 7)，タービンエンジンに求められるクリープ特性の目標は，1200°C，170 MPaの条件下で1%クリー
































比較材として1400°C，250 MPa破断材（R ~ 36%）の試験片に対して，SEMによるゲージ部のミクロ組織観
察を行ったところ，(Ti,Mo)C相が頻繁に破砕していた．これは1500°C，137 MPa破断材（R ~ 72%）ではほと
んど観察されなかった．破断ひずみが小さくなる高応力側では，熱エネルギーの寄与が低減することで Moss
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